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平成３０年７月２７日 

 

５名の女性が「海の仕事」の魅力をＰＲ 

～ 第４回「海の女子会」開催結果 ～ 

 

 

 

 

海運業界においては、労働力不足が顕在化しているなかで、女性船員の割合は２．４％にとど

まっており、必ずしも女性船員の就労が進んでいる状況とはいえません。また、船や海に関する

仕事についての認知度も高いとはいえない状況にあります。 

このため、関東運輸局では平成２７年より、次世代を担う子供たちに対して海や船への関心を

高めてもらうとともに、女性船員などの活躍促進に資するため、女性目線で海に関する職業の魅

力について語ってもらう「海の女子会」を開催しています。 

第４回となる今回は、小中学生とその保護者をメインターゲットとする「海洋都市横浜うみ博

2018」のステージプログラムとして実施しました。 

会場では多くの聴講者が見つめる中、外航船、内航船、調査船の船員、外国船舶監督官及び海

上保安官の５名の方から順番に、ご自身の仕事の内容や船内の職場・生活環境、仕事のやりがい

や魅力などについてお話いただき、将来の選択肢の一つとして「海に関する職業」を加えていた

だくよう呼びかけていただきました。 

講演後に行われた質疑応答では、小学生の女の

子から「この仕事をして楽しかったこと」について

の質問があり、会場は和やかな雰囲気に包まれま

した。 

そのほか、船内設備についての質問などが相次

いで寄せられ、好評のうちに１時間のステージは

終了いたしました。 

関東運輸局では、今後も「海の女子会」等を通

じて、女性船員の就労促進を図るとともに、多く

の皆様方に海や船の仕事に興味を持っていただ

くよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

  

 

平成 30 年 7 月 22 日（日）、「海洋都市横浜うみ博 2018」のステージにおいて、小中

学生やその保護者の方に向け、女性船員などによる海の仕事やその魅力、やりがいなど

について講演する「海の女子会」を開催いたしました。 

【問い合わせ先】 

国土交通省関東運輸局海事振興部 担当：木内、山下 

電 話：０４５－２１１－７２３１ 

ＦＡＸ：０４５－２０１－８７８８ 

（配布先）神奈川県政記者クラブ、横浜海事記者クラブ、物流専門紙 

 



＜参考資料＞ 

 

第４回「海の女子会」講演者プロフィール等（講演順） 

 

①  外航船員：日本郵船(株) 海務グループ（一等機関士） 射手 充代（いで みちよ） 

タイトル：船乗りかあさんに会いに行く 

②  内航船員：近郵船舶管理(株) 船舶部船員課（甲板手） 田中 美帆（たなか みほ） 

タイトル：船乗りの仕事 

③  調査船員：日本海洋事業(株) 三等電子士 西尾 絵美（にしお えみ） 

タイトル：海洋観測船での仕事とは？ 

④  外国船舶監督官：国土交通省海事局総務課外国船舶監督業務調整室（外国船舶監督官） 

大久保 まり子（おおくぼ まりこ） 

タイトル：ポートステートコントロールのお話 

⑤  海上保安官：第三管区海上保安部 東京湾海上交通センター 唐津 智子（からつ ともこ） 

タイトル：海上保安庁と海上管制のお話 

司 会：元日本海事広報協会「海上の友」記者 大澤 朋子（おおさわ ともこ） 

※①、②については現在陸上勤務中、④については異動のため、前職を( )内に記載しております。 

 

  【講演者の紹介】             【質疑応答】 

 

 

 

【ステージ終了後の講演者等の交流会の様子】 

             ＜左から唐津さん、西尾さん、大久保さん、 

大澤さん、田中さん、射手さん＞ 


